
サプライチェーンを取り巻く現状

モデリングテクノロジーによる最適解の迅速な導出

～経営に役立つSCMの最適解を短期間で導出する～
企業を取り囲む事業環境は、経済のグローバル化、先進諸国での政策変化、

新興国の台頭によるリスクとチャンスの共存、意思決定の短サイクル化等により複雑化しています。
そのためSCMに対しては、確実な利益獲得を目指し拠点配置・税制・需要変化などに対応可能な

より高度な判断に耐える機能強化が求められています。
その課題解決のアプローチとして、モデリングテクノロジーを活用した設計系 SCMサービスをご提供します。

サプライチェーン・リデザインサービス

課題解決のアプローチ

意思決定の
短サイクル化背景

課題

効果

実施事項 （設計系 SCM）

決定事項

M&A・合併による
合理化を迅速にしたい

拠点配置・配送経路を
最適化したい

売上、営業利益だけでなく
税引後利益を最大化したい

オムニチャネル等に対応した
SCM を構築・維持したい

新興国の台頭 先進諸国の
政策変化

物流サービスへの
ニーズ増大

当期純利益最大化 ROI・CCC 最大化当期純利益最大化 ROI・CCC 最大化

生産・保管能力
（どれだけの能力を持つか）

拠点配置
（どこに拠点を持つか）

輸送能力
（どれだけの能力を持つか）

経路
（どこからどこへ輸送するか）

サプライヤー別
調達量・調達コスト

工場・ライン別
生産量・生産コスト

経路別
輸送量・輸送コスト

倉庫別
在庫量・在庫コスト

拠点 ネットワーク 製品 需要

調達
コスト

アウトプット

手法

コスト

制約 
条件

基礎 
情報

生産
コスト

工場
償却費

保管
コスト

入出庫
コスト

廃棄
コスト

倉庫
運営費 運賃 関税

調達能力 調達
リードタイム 生産能力 生産

リードタイム 保管能力 輸送
リードタイム

イ
ン
プ
ッ
ト

注：モデリングテクノロジーとはデータ加工・数理モデル構築などの業務支援をする IT ソリューションを指します。

生産配分ルール
（どこでどれだけ生産するか）

在庫配置ルール
（どこでどれだけ保管するか）
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野村総合研究所のサプライチェーン・リデザインサービス
設計系まで取り込んだ新たな SCM サービスにより、サプライチェーンネットワークの再構築はもちろん、

在庫、需給計画（S&OP)、管理会計、組織機能まで再構築（リデザイン）ができます。

■個社ごとの状況を数理モデル化し、拠点配置・能力
配分・サプライヤー配置を再設計 (グローバルも可）
■個社別の数理モデルにもとづき、新規拠点の配置・
能力を設計（新規進出国も可）

ネットワーク・リデザイン

■数理モデルと需要データに基づいて、多層サプライ
チェーン（例えば中央倉庫と前線倉庫）における在庫
配置を再設計
■販社・代理店に代わり、その在庫設定ロジックを構築

インベントリー・リデザイン
■PSI や S&OP などに設計系データを取り込み、税引後
利益まで捉える計画業務を再設計
■数理モデルの範囲を生産ラインまで適用し、拠点ごと
の生産配分と生産計画を再設計

プランニング・リデザイン

■設計系データを活かし、コスト配賦ルール（個建、製
品別、拠点別）を再設計
■設計系データを活かし、設備投資に関する ROI、
CCCなどの管理指標を再設計

アカウンティング・リデザイン
■アナリティクスプロセスを仕組化し、その集約やアウト
ソースにより、SCM 組織・機能を再設計
■人と IT（クラウドやツール）を活用し、サプライチェー
ンにおける機能集約・分散を再設計

ファンクション・リデザイン

サプライチェーン・ 
リデザインサービス

成果物イメージ 進め方
各種検討結果は丁寧に可視化し、

貴社内での意思決定を支援します。
コンサルタント・アナリスト・エンジニアのチーム編成、

国内・海外の連携により、 
グローバル対応も可能な独自のサービスを提供します。

本サービスでは、LLamasoft 社のサプライチェーンデザインツールを活用し、最適化に向けたモデリングを実施します。

注：設計系データとは、拠点能力、リードタイムといった制約条件、コストなど、最適化の計算に使用するデータを指します。

ネットワーク・リデザイン

インベントリー・
リデザイン

図表は一例です
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ツール・テンプレートを
活用した PoC

アナリストによる 
数理モデル構築と 

解決策提示

検討討議支援
課題整理

ロードマップ作成

グローバルレベルでの
業務デザイン・システムデザイン・組織デザインの実施


